
回答者 氏名 年齢 性別
参加者 A　 　35 歳 男性　　

①大島に訪れたのは
何回目ですか？

　1 回目　

②大島の印象はいか
がですか？

③農業体験について
について

・体験内容はいかが
でしたでしょうか？

今回の就農体験を通して自分で作物や花を育てる事に魅力を感じた為、農業には
携わっていきたいと思う。

・開催時期・プログ
ラムの全体的な印象
は い か が で し ょ う
か？

就農プログラムに関しては、具体的な就農のイメージが持てて非常に良かった。

・苦労した点が有り
ましたら教えてくだ
さい。
・得られた知識・技
術が有りましたら教
えてください。

④受入船主様とのコ
ミュニケーションに
ついて

・受入農家様の印象・
感想をお書きくださ
い。

⑤島暮らしについて

島暮らしの感想（良
かった点）

島暮らしの感想（気
になる点、悪かった
点）

現状では気になっている事を質問して回答を得ればその事は分かるが、気になら
なければ分からないままなので、移住した後にこんなはずではといった落とし穴
にはまりそうな心配がある。

⑥島民との交流
ご意見・ご感想をご
自由にお書きくださ
い。

⑦農業への就業につ
いて

・就業したいと思い
ましたか？

就業したいと思いました。

理由をお書きくださ
い。

今回の就農体験を通して自分で作物や花を育てる事に魅力を感じた為、農業には
携わっていきたいと思う。

⑧大島への定住につ
いて

・定住したいと思い
ましたか？

移住先として大島か八丈島で検討中。

理由をお書きくださ
い。

⑨全体的な印象・感
想をお書きください

Ⅵ　大島農業就業体験の実施結果

２）意見交換会及び事後アンケートの結果（アンケート結果）　



回答者 氏名 年齢 性別
参加者 B　 　28 歳 男性　　

①大島に訪れたのは
何回目ですか？

　1 回目　

②大島の印象はいか
がですか？

伊豆大島の印象は予想より公共交通機関が利用されているんだなということです。大型バスや大型・中
型トラック等、八丈島より多く見かけたように思いました。

③農業体験について
について

・体験内容はいかが
でしたでしょうか？

農業に対する感想としては、短期的な計画、長期的な見通し、情報収集力、想像
していなかった様々な工夫・苦労があることを知り、意識が変わりました。

・開催時期・プログ
ラムの全体的な印象
は い か が で し ょ う
か？

全体的な感想として、農業に関する知識、経験はとても増え勉強になりました。
しかし、「伊豆大島での暮らし」という点や「伊豆大島への移住の仕方」という
点がもう少しあれば良いなと感じました。

・苦労した点が有り
ましたら教えてくだ
さい。

・得られた知識・技
術が有りましたら教
えてください。

ブバルディアの収穫は繊細で商品として扱うための心がけが新鮮で勉強になっ
た。

④受入農家様とのコ
ミュニケーションに
ついて

・受入農家様の印象・
感想をお書きくださ
い。

駒村さんのお話は、農作業未経験の私にはどれも新鮮で、勉強になるものばかり
でした。

⑤島暮らしについて

島暮らしの感想（良
かった点）

島暮らしの感想（気
になる点、悪かった
点）

⑥島民との交流
ご意見・ご感想をご
自由にお書きくださ
い。

⑦農業への就業につ
いて

・就業したいと思い
ましたか？

理由をお書きくださ
い。

⑧大島への定住につ
いて

・定住したいと思い
ましたか？ 就業体験に参加した島以外で移住を検討している（八丈島）

理由をお書きくださ
い。

・八丈島に地形の特性の理由からか、地域のつながりがより濃いと感じたこと
・大島は坂、カーブが多く怖いと感じたこと
・定住に向けた支援 (NPO の方が手厚い ) が素早く気軽なこと
・子育てに関するイベントが多く、地域の方々みんなで育てていけそうな雰囲気
があること等、人々に関する雰囲気が主な理由となりました。

⑨全体的な印象・感
想をお書きください

農業に対する感想としては、短期的な計画、長期的な見通し、情報収集力、想像していなかった様々な
工夫・苦労があることを知り、意識が変わりました。
伊豆大島は東京都心との近さなど大きなメリットがあるので、もう少し家庭用の家を用意することや、
家族で移住すると○○円もらえる等打ち出していけば、移住できる人が増えると思います。共働きで子
供がいる中で、住むところを探すのに苦労する時点で移住するなんてハードルは越えられないと思いま
す。
今回の体験は農業という仕事、人々の生活が分かる良い経験となりました。

Ⅵ　大島農業就業体験の実施結果

２）意見交換会及び事後アンケートの結果（アンケート結果）　



回答者 氏名 年齢 性別
参加者 C 　46 歳 男性　　

①大島に訪れたのは
何回目ですか？

②大島の印象はいか
がですか？

今後、大島→竹芝・東京→熱海→大島の移動を考えたとき、作付けする作物の収穫までの流れを知れば
兼業農業の道が見えると分かりました。

③農業体験について
について

・体験内容はいかが
でしたでしょうか？

・開催時期・プログ
ラムの全体的な印象
は い か が で し ょ う
か？

・苦労した点が有り
ましたら教えてくだ
さい。

・得られた知識・技
術が有りましたら教
えてください。

④受入農家様とのコ
ミュニケーションに
ついて

・受入農家様の印象・
感想をお書きくださ
い。

「先生のキャラクター、農地、南側という立地での農業やエリア体験」
これらは初日の入りとして素晴らしかったです。

⑤島暮らしについて

島暮らしの感想（良
かった点）

島暮らしの感想（気
になる点、悪かった
点）

住居確保次第で農地への移動手段も限られるためとても悩ましい。
「住居 + 農地 + 車」の 3 点セットで考えるのが必須です。
そのため農地の情報が提供されることが伴うプログラムなら、より移住をリアル
に検討しやすいと感じました。

⑥島民との交流
ご意見・ご感想をご
自由にお書きくださ
い。

⑦農業への就業につ
いて

・就業したいと思い
ましたか？ 就業したいと思いました。

理由をお書きくださ
い。

今回の就農体験を通して自分で作物や花を育てる事に魅力を感じた為、農業には
携わっていきたいと思う。

⑧大島への定住につ
いて

・定住したいと思い
ましたか？ 移住先として大島か八丈島で検討中。

理由をお書きくださ
い。

⑨全体的な印象・感
想をお書きください

何をするかを決めることがすべての始まりだなと思いました。

11 月 18 日のスケジュールにも書きましたが、私の場合は本土に本職があり特異なため、移住や就農 ( 専
業ではない ) のスタイルを前提しやすいので「明日葉、レモン、テレワーク環境、火口くぼみ地での農
地探し」として自分のテーマやキーワードを設定できました。
タイミング良く、天候の厳しい時に大島へ来ることができたのが良かったです。
また、必要な物・ツールが良く理解できました。まずは段階的に移住を進めたいです。
軽バンが必須なので、それを確保して就農を開始するスモールスタート、スロースタートで無理なくで
きる作物から始めます。

Ⅵ　大島農業就業体験の実施結果

２）意見交換会及び事後アンケートの結果（アンケート結果）　



Ⅵ　大島農業就業体験の実施結果
■ 東京諸島漁業農業就業体験アンケート
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① 島へ移住することの紹介がもう少し必要だと思う。
現状では気になっている事を質問して回答を得ればその事は分かるが、気にならなければ分からないままなので、移住
した後にこんなはずではといった落とし穴にはまりそうな心配がある。
就農プログラムに関しては、具体的な就農のイメージが持てて非常に良かった。

② 移住先として大島か八丈島で検討中である。
本土に戻った後は、妻とじっくり話し合って決定する予定。

　　移住後の職に関しては以下の候補から検討中
 ・島の長期農業研修の受講
・現職を継続 ( リモートワーク )
・車の運転手 ( バス、タクシー、大型トラックの物流など )

　 ただし、いずれの進路になるにせよ、今回の就農体験を通して自分で作物や花を育てる事に魅力を感じた為、農業には
    携わっていきたいと思う。
③ 相談したい場合の窓口があれば、教えて頂きたい。（現状の相談事項はないが、今後発生するかもしれないため）

全体的な感想として、農業に関する知識、経験はとても増え、勉強になりました。
しかし、「伊豆大島での暮らし」という点をもう少し勉強できれば良いなと思いました。
特に我々はこれから子育て世代・家庭として伊豆大島に来る場合になるので大島の医療、子育て支援、学校の様子等も
分かる内容だとありがたかったです。
農業に対する感想としては、短期的な計画、長期的な見通し、情報収集力、想像していなかった様々な工夫・苦労があ
ることを知り、意識が変わりました。
伊豆大島ではなく八丈島への移住を検討するに至った理由としては、
 ・八丈島に地形の特性の理由からか、地域のつながりがより濃いと感じたこと
 ・大島は坂、カーブが多く怖いと感じたこと
 ・定住に向けた支援 (NPO の方が手厚い ) が素早く気軽なこと
 ・子育てに関するイベントが多く、地域の方々みんなで育てていけそうな雰囲気があること等、人々に関する雰囲気が
主な理由となりました。
伊豆大島は東京都心との近さなど大きなメリットがあるので、もう少し家庭用の家を用意することや、家族で移住する
と○○円もらえる等打ち出していけば、移住できる人が増えると思います。共働きで子供がいる中で、住むところを探
すのに苦労する時点で移住するなんてハードルは越えられないと思います。今回の体験は農業という仕事、人々の生活
が分かる良い経験となりました。
観光エリア、生活必須のスーパーなどに連れて行って下さったことが大変参考になりました。何をするかを決めること
がすべての始まりだなと思いました。

    私の場合は本土に本職があり特異なため、移住や就農 ( 専業ではない ) のスタイルを前提しやすいので「明日葉、レモン、
テレワーク環境、火口くぼみ地での農地探し」として自分のテーマやキーワードを設定できました。タイミング良く、   
天候の厳しい時に大島へ来ることができたのが良かったです。
また、必要な物・ツールが良く理解できました。まずは段階的に移住を進めたいです。軽バンが必須なので、それを確
保して就農を開始するスモールスタート、スロースタートで無理なくできる作物から始めます。




